
２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り

コ
ロ
ナ
に
終
わ
る
、大
変
な
１
年
と

な
り
ま
し
た
。湯
浅
町
で
も
各
方
面

で
、計
り
知
れ
な
い
影
響
が
お
よ
び

町
民
の
皆
様
の
生
活
様
式
も
一
変
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。「
止
ま
な
い
雨
は

な
い
」、「
日
は
ま
た
昇
る
」こ
れ
ら
の

言
葉
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、今
あ

る
苦
難
は
い
つ
か
終
わ
り
の
時
が
訪

れ
ま
す
。

２
０
２
１
年
は
、再
び
い
つ
も
の

日
常
を
取
り
戻
せ
る
１
年
に
な
る
こ

と
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

（
久
澄
　
顕
人
）

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

久

澄

　顕

人

石

本

　一

也

中

畑

　仁

志

三
ツ
橋
忠
男

由

良

　祥

治

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

『高収益作物次期作支援交付金の運用見直しの撤廃を求める要望書』を提出！
　農林水産省が実施する高収益作物次期作支援交付金につ
いては、当初、決められていた要件が、予算確保が厳しい
との理由で、急遽、要件変更となり、有田管内においても
多数の農業者が、交付金を受け取れない事態となりました。
　そこで、昨年11月11日に有田郡町村議会議長会（森谷
信哉有田川町議会議長・奥忠信広川町議会議長・松本典久
湯浅町議会議長）で、「高収益作物次期作支援交付金の運
用見直しの撤廃を求める要望書」を地元選出国会議員（二
階俊博自民党幹事長・世耕弘成参議院自民党幹事長・鶴保
庸介参議院議員）に提出しました。

議会の傍聴にお越しください

議会は公開されていますので、個人でも団体
でも自由に傍聴することができます。お気軽
にお越しください。

町議会議員の酒気帯び運転による検挙について
　昨年11月、本町議会議員の酒気帯び運転による検挙が明らかになり、各メディアによって大きく
報道されたことは、本町議会としては極めて遺憾であり、町民の皆さまをはじめ、多くの方々にご心
配とご迷惑をおかけしたことについて、深くお詫び申し上げます。
　飲酒運転は、間違って失敗したという過失事犯ではなく、故意の犯罪事犯類型として認識されてお
り、今回の議員のとった行動は決して許されるものではありません。
　さらに、和歌山県においても、令和元年度に施行された「和歌山県飲酒運転の根絶に関する条例」
により、飲酒運転の撲滅に向け、県内各地で様々な取組を進めている中、率先して規範を示さなけれ
ばならない立場にある議会議員が、このような事態を引き起こしたことは由々しき事態であります。
　我々本町議会議員9名は、今回の事態を重く受け止め、あらためて議会議員の職責を認識し、二度
とこのような事態を引き起こすことのないよう厳しく自らを律し、本町議会及び本町議会議員への信
頼回復に努めて参ります。今後も引き続き残された議員9名で、町民の皆さまのため、鋭意努力をし
てまいりますので、よろしくお願いいたします。

湯浅町議会　議長　松本　典久

次回の定例会の予定
3 月10日(水)～
一般質問
3 月22日(月)
開催予定です。

国会にて、世耕幹事長に要望書を提出

11月臨時会・12月定例会

ゆあさ
議会だより
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新しい議会構成
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決算認定特別委員会・賛否表
一般質問（5人が登壇）
議長コメント・編集後記
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11月臨時会・12月定例会
　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
本

議
会
に
対
し
て
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
第
２
回
臨
時
会
に
お
い

て
議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
推
選
を
頂

き
、
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
、
松
本

典
久
議
長
と
力
を
合
わ
せ
本
町
の
課
題

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
尚
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
２
回
臨
時
会
・
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、

新
し
い
副
議
長
と
各
委
員
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

副議長
石橋　千歌子

新しい議会構成

議長・副議長
議　長 松本　典久
副議長 石橋千歌子

常任委員会

総務文教まちづくり
常任委員会

◎石橋千歌子
○横矢　政明
　久澄　顕人
　松本　光成
　三ツ橋忠男

議会広報編集
常任委員会

◎久澄　顕人
○石本　一也
　中畑　仁志
　三ツ橋忠男
　由良　祥治

一部事務組合議会

有田郡老人福祉
施設事務組合

久澄　顕人
石本　一也
松本　典久

～
◆
副
議
長
就
任
挨
拶
◆
～

※◎印は委員長　〇印は副委員長
※変更した委員会のみ記載しています。

　令和２年第２回臨時会を１１月２７日に、令和２年第４回定例会を１２月３日から１５日までの日程で開
催しました。本臨時会及び定例会に提案された人事案件、各会計補正予算、条例改正など、提案さ
れた議案１５件、報告２件は原案の通り可決・承認しました。

２１億６,５３６万円　　　　　

ふるさと納税業務委託費等	 ６億２,２０４万円
潮光園建設事業費分担金	 ２億３,２５０万円
地域福祉センター建設工事	 ４億２,４６０万円
湯浅町持続化給付金	 ２,２５０万円
ふるさとまちづくり基金積立金	 ３億８,４０２万円

令和２年度一般会計補正予算
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問
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
個

別
計
画
策
定
の
今
後
の
進
め
方
と

そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

町
内
各
区
や
自
主
防
災
組
織
、

民
生
委
員
等
を
対
象
と
し
た
勉
強

会
を
開
催
し
、
作
成
意
欲
の
あ
る

２
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
に
選
び
ま

す
。
そ
の
モ
デ
ル
地
区
を
対
象
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
今

年
度
中
に
は
、
個
別
計
画
を
策
定

し
た
い
考
え
で
す
。

要
望
災
害
は
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な

い
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
く
策
定

で
き
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

問
栖
原
ポ
ン
プ
場
に
接
続
す
る
三

昧
川
の
水
路
改
修
は
い
つ
完
成
す

る
の
か
。

答
水
路
改
修
に
つ
い
て
は
、
現
在

設
計
中
で
あ
り
、
来
年
度
に
、
県

道
と
の
交
差
箇
所
の
工
事
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
令
和
４

年
度
よ
り
、
現
在
建
設
中
の
栖
原

ポ
ン
プ
場
付
近
か
ら
上
流
に
向
け

改
修
工
事
を
実
施
す
る
計
画
で

す
。

問
戸
籍
附
票
中
継
Ａ
Ｐ
機
器
構
築

委
託
に
つ
い
て
は
、
現
在
共
同
利

用
し
て
い
る
県
内
14
市
町
村
の
み

で
、
附
票
情
報
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
と
も
今
回

の
委
託
に
よ
り
、
全
国
の
市
町
村

で
も
、
附
票
情
報
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
が
で
き
る
の
か
。

全
員
協
議
会

一
般
会
計
予
算

三昧川と県道の交差部分

（単位：万円）

項　目 補正額 主　な　歳　出　の　説　明 補正後の額
議　会　費 ▲１７ 給与改定による人件費の減 ６，７５４

総　務　費 １４億９，５０３

財政調整基金積立、山田山町有地測量調査設計業
務、地籍測量 ･一筆調査業務、ふるさと納税業務、
潮光園建設事業費分担金、旧図書館外構改修工事、
戸籍附票中継AP等機器構築委託など

５７億８，３４９

民　生　費 ５億３，４６２
地域福祉センター建設・法面対策工事、障害
福祉サービスシステム改修委託、障害児通所
給付費等など

３５億７，８１４

衛　生　費 ３５９ 有田地方休日急患診療所負担金、養育医療費など ７億３，１２８

農林水産業費 １４５ 有田川土地改良区事業補助金など ２億２，０８７

商　工　費 ２，２４３ 湯浅町持続化給付金など ２億３，７８９

土　木　費 １億７７４
町内橋梁定期点検業務、栖原ポンプ場バイパ
ス管実施設計業務、地域福祉センター前公園
整備に伴う造成工事など

１４億６，０９８

消　防　費 １００ 災害時避難行動要支援者個別計画作成支援業務、
防災講演会委託など ３億７，２７５

教　育　費 ▲３３ 給与改定による人件費の減 ７億８，９７１

歳  出  合  計 ２１億６，５３６ １３９億６，６３０

※補正後の歳出合計は補正されていない項目も含めています。
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答
全
国
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る

た
め
に
、
今
回
共
同
利
用
し
て
い

る
14
団
体
に
つ
い
て
の
戸
籍
附
票

中
継
Ａ
Ｐ
機
器
構
築
が
必
要
と
な

る
も
の
で
す
。

問
方
津
戸
地
区
に
建
設
さ
れ
る
新

し
い
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
福

祉
避
難
所
も
兼
ね
て
い
る
と
聞
い

た
が
、
感
染
症
対
策
時
も
計
画
の

３
０
０
人
を
収
容
で
き
る
施
設
な

の
か
。

答
収
容
数
３
０
０
人
は
、
平
常
時

の
収
容
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
避
難
所
の
開
設
の
際
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
テ
ン
ト
等
の
設
置
な
ど

行
い
、
三
密
を
避
け
な
が
ら
の
避

難
と
な
る
た
め
、
３
０
０
人
の
収

容
は
難
し
い
で
す
が
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
が
避
難
で
き
る
よ
う

考
え
て
い
ま
す
。

要
望
多
額
の
税
金
を
投
入
す
る
た

め
、
町
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設

と
な
る
よ
う
建
設
し
て
ほ
し
い
。

問

公
用
車
の
購
入
に
つ
い
て
は
、

環
境
に
や
さ
し
い
電
気
自
動
車
や

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
を
選
択
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、

今
回
は
ど
の
よ
う
な
公
用
車
に
す

る
の
か
。

答
町
内
に
お
け
る
地
籍
調
査
業
務

に
使
用
す
る
公
用
車
の
た
め
、
４

輪
駆
動
の
軽
バ
ン
の
購
入
を
考
え

て
い
ま
す
。

問
公
用
車
に
つ
い
て
、
購
入
す
る

基
準
や
リ
ー
ス
す
る
基
準
な
ど
は

あ
る
の
か
。

答
初
期
費
用
や
維
持
管
理
費
用
等

も
総
合
的
に
考
え
、
軽
自
動
車
に

つ
い
て
は
購
入
を
、
普
通
自
動
車

に
つ
い
て
は
リ
ー
ス
で
の
取
得
を

基
本
的
に
考
え
て
い
ま
す
。

○
教
育
委
員
会
委
員
任
命
同
意

　
　

引
き
続
き
中な

か

井い

沙さ

賢よ
り

氏
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
よ
り
行
わ
れ
た
国

家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
期

末
手
当
の
支
給
割
合
を
０
・
０
５
カ

月
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

※
な
お
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
第
２

回
臨
時
会
本
会
議
で
採
決
の
結
果
、

賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
認
定
こ
ど
も
園
条
例
制
定

　

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推

進
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
認
定

こ
ど
も
園
と
し
て
、「
ゆ
あ
さ
こ
ど

も
園
」「
た
む
ら
こ
ど
も
園
」
を
設

置
し
、
両
施
設
の
管
理
に
関
し
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

要
望
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
の
情

勢
を
鑑
み
て
、
湯
浅
町
の
保
育
・

こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
民
営
を

含
め
総
合
的
に
考
え
て
ほ
し
い
。

○
課
等
設
置
条
例
制
定

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
社
会
を

踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
湯

地域福祉センター完成予想図

人
事
案
件

【令和２年度】各特別会計・水道事業会計補正予算 （単位：万円）

項　　目 補正額 説　　明 補正後の額

国民健康保険事業 ▲ 7 給与改定による人件費の減 17 億 5,314

介 護 保 険 事 業 4,485 介護保険電算システム改修委託、居
宅介護サービス給付費など 13 億 9,535

後 期 高 齢 者 医 療
（保険事業） 306 後期システム改修委託、後期高齢者

医療広域連合納付金など 3 億 4,314

水 道 事 業 ▲ 13 給与改定による人件費の減 2 億 7,305

主
な
条
例
制
定
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浅
振
興
へ
向
け
た
一
層
の
取
組
み
の

充
実
や
、
き
め
細
や
か
な
行
政
施
策

の
実
施
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
等
を
目
指
し
、
役
場
の
組
織
再
編

を
行
う
も
の
で
す
。

意
見
意
見
福
祉
関
係
を
健
康
推
進
課
と
福

祉
課
の
２
課
と
す
る
こ
と
で
、
よ

り
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
専
門
的
な
職

員
の
拡
充
も
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

要
望
職
員
の
働
き
方
、
特
に
超
過
勤

務
の
状
況
も
踏
ま
え
、
今
回
の
機

構
改
革
で
は
、
各
課
の
人
員
補
充

も
考
慮
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。

〇現在（11 課室）
総務広報課
地方創生ブランド戦略推進課
ふるさと納税推進課
住民生活課
健康福祉課

人権推進課
産業建設課

（議会事務局）
（教育委員会）
（水道事務所）
（出納室）

★新組織（12 課室）
総務課
政策企画課
ふるさと振興課
住民生活課
健康推進課
福祉課
人権推進課
産業建設課

（議会事務局）
（教育委員会）
（水道事務所）
（出納室）

※新しい組織編成は、令和３年４月１日からです。

○
促
進
区
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
特
例
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
法
の
改

正
に
伴
い
、
根
拠
法
令
の
条
ず
れ
及

び
元
号
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
保
険
税
の
算
定
基
準
と
な
る
所

得
額
を
計
算
す
る
際
の
、
給
与
所
得

控
除
及
び
公
的
年
金
等
控
除
の
額
が

変
更
さ
れ
る
こ
と
に
対
応
し
、
基
礎

控
除
額
を
33
万
円
か
ら
43
万
円
に
引

き
上
げ
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額

基
準
を
従
前
ど
お
り
適
用
さ
せ
る
も

の
で
す
。

○
介
護
保
険
条
例
等
・
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、「
特
定
基
準
割
合
」
か
ら
「
延

滞
金
特
例
基
準
割
合
」
に
名
称
を

改
め
、
ま
た
、
延
滞
金
の
計
算
に

お
い
て
、
割
合
が
０
％
と
な
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
最
低
限
の
割
合

を
年
0.1
％
と
す
る
こ
と
等
、
規
定

す
る
も
の
で
す
。

○
椎
茸
榾
木
加
工
大
型
共
同
作
業
場

施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
廃
止

　

平
成
４
年
度
よ
り
供
用
を
開
始

し
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
創
出
に
貢

献
し
て
き
た
が
、
社
会
情
勢
の
変
化

や
設
備
の
老
朽
化
、
資
材
の
高
騰
に

よ
り
、
従
来
か
ら
の
菌
床
の
製
造
が

困
難
と
判
断
し
、
今
後
は
地
域
の
自

主
性
に
委
ね
、
施
設
の
多
面
的
な
利

用
の
た
め
、
本
施
設
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

○
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　

現
指
定
管
理
者
で
あ
る
湯
浅
町
し

い
た
け
企
業
組
合
に
対
し
、
国
か
ら

の
承
認
を
受
け
た
椎
茸
榾
木
加
工
大

型
共
同
作
業
場
施
設
（
土
地
・
建
屋
・

機
械
器
具
設
備
等
）
を
無
償
で
譲
渡

す
る
も
の
で
す
。

椎茸榾木加工大型共同作業場施設

そ
の
他
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○
職
員
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
に
つ

い
て

報
告
11
月
18
日
と
12
月
７
日
の
２
日

間
に
お
い
て
、
和
歌
山
大
学
副
学

長
の
足
立
基
浩
先
生
を
お
迎
え

し
、
町
の
中
堅
職
員
で
あ
る
、
副

課
長
級
及
び
係
長
級
の
職
員
を
対

象
に
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
を
ふ

ま
え
、
町
施
策
を
自
ら
考
え
実
行

し
て
い
く
た
め
の
視
点
、
手
法
に

つ
い
て
、
実
例
を
交
え
な
が
ら
の

講
演
で
し
た
。

問
今
ま
で
こ
う
い
う
リ
ー
ダ
ー
研

修
を
実
施
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

答
今
回
の
よ
う
な
職
員
の
職
階
に

応
じ
た
研
修
は
、
初
め
て
の
実
施

に
な
り
ま
す
。

要
望
こ
う
い
う
研
修
を
繰
り
返
し
実

施
す
る
こ
と
で
、
職
員
自
ら
が
考

え
、研
修
を
実
り
あ
る
も
の
と
し
、

幅
広
い
知
識
を
持
っ
た
職
員
を
育

て
て
ほ
し
い
。

○
湯
浅
町
・
広
川
町
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本

に
よ
る
連
携
協
定
に
つ
い
て

報
告
湯
浅
駅
を
起
点
と
し
た
両
町
へ

の
交
流
人
口
拡
大
を
目
指
し
、
更

な
る
誘
客
・
地
域
の
発
展
に
向
け

具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、

12
月
１
日
に
三
者
に
よ
る
「
連
携

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

問
現
在
の
湯
浅
駅
に
お
け
る
「
特

急
く
ろ
し
お
」
の
乗
降
者
数
は
。

答

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
乗

降
者
数
は
激
減
し
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
で
い
え
ば
、
１

日
あ
た
り
約
１
０
０
人
の
乗
降

者
数
と
な
り
ま
す
。
こ
の
連
携

協
定
の
中
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
整

備
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

実
行
し
、
１
日
あ
た
り
の
乗
降

者
数
を
２
倍
の
約
２
０
０
人
と

な
る
よ
う
成
果
目
標
を
設
定
し

ま
し
た
。

○
職
員
人
権
研
修
会
に
つ
い
て

報
告
11
月
６
日
に
関
西
大
学
名
誉
教

授　

石
元
清
英
氏
を
お
迎
え
し
、

職
員
人
権
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
職
員
等
１
７
０
名
が
出
席
し

「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
と
こ
れ
か

ら
の
人
権
行
政
の
課
題
」
に
つ
い

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

要
望
職
員
人
権
研
修
を
繰
り
返
し
実

施
す
る
と
と
も
に
、
職
員
に
対
し

て
は
、
昭
和
40
年
の
「
同
和
対
策

審
議
会
答
申
」
を
も
っ
と
浸
透
さ

せ
、
部
落
差
別
問
題
を
核
と
し
て

今
後
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

○
水
道
事
業
基
本
計
画
及
び
経
営
戦

略
策
定
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ
い

て
報
告
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
15
年

間
を
計
画
期
間
と
し
、
中
長
期
的

な
視
点
か
ら
経
営
基
盤
の
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
、
経
営
戦
略
に
つ

い
て
は
、
基
本
計
画
を
も
と
に
具

体
的
な
更
新
時
期
や
事
業
費
の
検

討
、
投
資
計
画
の
作
成
、
財
源
、

料
金
収
入
の
見
通
し
や
投
資
以
外

の
経
費
等
を
整
理
し
、
財
政
計
画

を
作
成
す
る
も
の
で
、
現
在
、
基

本
計
画
及
び
経
営
戦
略
と
も
現
況

把
握
、
水
需
要
予
測
、
事
業
環
境
、

経
営
基
本
方
針
ま
で
が
完
了
し
て

い
ま
す
。

問
基
本
計
画
及
び
経
営
戦
略
策
定

か
ら
工
事
ま
で
の
具
体
的
な
見
通

し
は
。

職員リーダー研修の様子特急くろしお

総
務
文
教
ま
ち
づ
く
り

常
任
委
員
会

福
祉
産
業
建
設
人
権

常
任
委
員
会

職員人権研修の様子



ゆあさ議会だより No.81  

令和３年２月 1 日
7

11月臨時会・12月定例会

答
本
年
度
中
に
基
本
計
画
及
び
経

営
戦
略
を
策
定
し
、
令
和
３
年
度

か
ら
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

意
見
意
見
ま
ず
全
体
の
事
業
費
を
算
出

し
、
こ
の
事
業
の
対
象
と
な
る
国

庫
補
助
金
等
を
検
討
す
る
こ
と
、

ま
た
、
国
庫
補
助
金
が
な
け
れ
ば

国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

問

こ
ど
も
園
の
建
設
に
関
連
し
、

０
歳
児
の
入
所
に
つ
い
て
、
入
所

で
き
な
い
児
童
を
な
く
す
よ
う
改

善
で
き
な
い
の
か
。

答
年
度
途
中
に
お
け
る
児
童
数
の

増
加
見
込
み
も
考
え
な
が
ら
、
保

育
士
定
員
を
設
定
し
、
入
所
で
き

な
い
児
童
が
な
い
よ
う
検
討
し
ま

す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集
経
費
を

５
割
以
内
、
返
礼
品
を
３
割
以
内

に
抑
え
た
こ
と
に
よ
る
影
響
は
。

答
募
集
経
費
に
つ
い
て
は
、
個
別

の
寄
附
を
見
る
と
、
５
割
を
超
え

る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
寄
附
金

の
総
額
に
対
す
る
５
割
以
内
で
あ

る
の
で
、
範
囲
内
で
収
ま
る
見
込

み
で
す
。
ま
た
、
主
力
で
あ
っ
た

返
礼
品
の
一
つ
が
取
り
扱
え
な
く

な
り
、
寄
附
金
に
影
響
し
て
い
ま

す
が
、
県
内
18
市
町
村
が
協
力
し

て
共
通
返
礼
品
を
お
互
い
に
出
し

合
い
、
前
年
度
か
ら
の
減
額
を
補

お
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

に
つ
い
て
、
資
格
証
や
短
期
証
を

発
行
す
る
基
準
は
。

答
督
促
状
や
催
告
書
を
送
付
し
て

も
、
納
付
が
な
い
場
合
に
資
格
証

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
滞
納
額
の

半
額
以
上
が
納
付
さ
れ
、そ
の
後
、

分
納
計
画
が
立
っ
た
人
に
対
し
、

資
格
証
か
ら
短
期
証
に
切
り
替
え

る
方
針
を
と
っ
て
い
ま
す
。

要
望
資
格
証
の
発
行
に
つ
い
て
は
、

負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、
方
針

の
見
直
し
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

問
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
有

収
率
が
75
・
２
％
と
低
い
が
、
何

か
対
策
は
講
じ
て
い
る
の
か
。

答
早
期
に
漏
水
箇
所
を
発
見
す
る

よ
う
、
毎
年
漏
水
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
で
有
収
率
を
上
げ
て
い
き

た
い
。

決
算
認
定
特
別
委
員
会青木地区に建設中のゆあさこども園

昨年発生した漏水現場

令和元年度　一般会計・各特別会計決算総括表 （単位：万円）

会　計　名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出
差 引 額

翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支額

一 般 会 計 1,185,874 1,091,755 94,119 43,795 50,324
同和対策住宅新築資金等特別会計 6,546 13,677 ▲ 7,131 0 ▲ 7,131
普 通 会 計 1,192,420 1,105,432 86,988 43,795 43,193
国民健康保険事業特別会計 171,479 170,950 529 0 529
駐 車 場 事 業 特 別 会 計 4,616 4,616 0 0 0
農業集落排水事業特別会計 4,829 4,829 0 0 0
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 137,464 130,132 7,332 0 7,332
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 31,076 30,970 106 0 106
全 会 計 合 計 1,541,884 1,446,929 94,955 43,795 51,160

備考：実質収支額は、歳入歳出差引額から、翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額。
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　12月定例会
審
議
結
果

議 案 名 等

石
橋
千
歌
子

久
澄　

顕
人

松
本　

光
成

石
本　

一
也

中
畑　

仁
志

三
ツ
橋
忠
男

由
良　

祥
治

横
矢　

政
明

松
本　

典
久

認定 令和元年度一般会計決算認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和元年度国民健康保険事業特別会計決算認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和元年度駐車場事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和元年度同和対策住宅新築資金等特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和元年度農業集落排水事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和元年度介護保険事業特別会計決算認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和元年度後期高齢者医療特別会計決算認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和元年度水道事業会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 教育委員会委員任命の同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 課等設置条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 認定こども園条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 促進区域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 介護保険条例等の一部を改正する条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 椎茸榾木加工大型共同作業場施設設置及び管理に関する条例を廃止する条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 財産の無償譲渡について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和2年度一般会計補正予算（第6号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和2年度各特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和2年度水道事業会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注）松本典久議員は議長のため、裁決に加わらない。○は賛成、●は反対、－は退席

令和元年度　水道事業会計決算総括表 （単位：万円）

区　分 収入総額 支出総額 収入支出
差 引 額 備　考

収 益 的 収 入 ・ 支 出 24,536 20,717 3,819 ＊1 資本的収入額が資本的支
出額に不足する額 7,999 万円
は、建設改良積立金の取崩し
等で補填しました。資 本 的 収 入 ・ 支 出 73 8,072 ▲ 7,999

（＊1）

決算認定特別委員会審査報告（抜粋）
　令和元年度の決算状況は、一般会計と 3つの特別会計が黒字となっています。駐車場事業特別会計につ
いては、従来からの赤字を解消させるため、一般会計からの繰り入れを行い実質収支をゼロとして、また、
同和対策住宅新築資金等特別会計については、赤字額を翌年度より繰上充用をして決算を締めている。
　一般会計と同和対策住宅新築資金等特別会計を合わせた普通会計は、昨年に引き続き黒字で、主な要因
としましては、ふるさとまちづくり寄附金が前年度と比較して減額となったものの、なお高い水準であっ
たことによるものである。
　一般会計の歳入歳出差引残額は、9億 4,119 万 5,453 円で、繰越事業費の一般財源 4億 3,794 万 7,245 円
を差し引いた残額 5億 324 万 8,208 円を、翌年度へ繰越している。
　なお、前年度に対して歳入総額は、5億 1,393万 1,040円　4.2 ポイントの減、また、歳出総額では、8億 3,127
万 7,582 円　7.1 ポイントの減となっている。
　歳入については、ふるさとまちづくり寄附金の減額が、前年度比較の主な要因となっている。
　歳出についても、総務費のふるさと納税業務委託費の減額が、前年度比較の主な要因となっている。
　普通会計の財政状況に関する各指数は、経常収支比率が 86.7％で、対前年度比 1.4 ポイントの減、実質
公債費比率は、3カ年平均 9.9％となっている。

決算認定特別委員会　委員長　
中　畑　仁　志
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一  般  質  問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
端
を
発
し
た

「
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
社
会
」
へ

の
対
応
や
「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー

ス
ト
宣
言
」に
基
づ
く
Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
推
進
は
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
令
和
３
年
度
予

算
編
成
は
前
例
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
今
の
社
会
情
勢
を

的
確
に
と
ら
え
各
施
策
・
事
業

の
見
直
し
や
、
選
択
と
集
中
を

徹
底
し
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大

限
に
有
効
に
活
用
す
る
中
で
、

諸
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
「
安
心
安
全
の
ま
ち
」
湯
浅
の

実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
と
い

う
事
態
に
対
し
、
町
民
の
命
や
生

活
を
守
る
こ
と
に
対
し
て
も
、
長

期
的
か
つ
安
定
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
限
り
あ
る
財
源
を
効

率
的
・
効
果
的
に
活
用
し
た
予
算

編
成
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
５
月
31
日
出
納
閉

鎖
時
点
に
お
け
る
町
民
１
人
当

た
り
の
貯
金
、
借
金
は
い
く
ら

か
。
ま
た
令
和
３
年
度
の
財
政

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　

町
民
１
人
当
た
り
の
貯
金
額

は
、
29
万
６
千
円
。
借
金
額
は
、

77
万
１
千
円
。
差
引
47
万
５
千

円
の
借
金
と
な
り
ま
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
寄
付
金
の
減
少
や

ハ
ー
ド
事
業
の
実
施
に
よ
り
借

金
が
増
加
し
ま
し
た
。
財
政
見

通
し
は
、
歳
出
面
で
栖
原
ポ
ン

プ
場
改
築
事
業
や
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
の
大
型

事
業
を
は
じ
め
、
感
染
症
対
策

へ
の
財
政
出
動
も
見
越
さ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
歳
入
面
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
地
方
交

付
税
な
ど
が
大
き
く
減
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
近
年
に
な
い
ほ
ど

厳
し
い
状
況
に
な
る
た
め
、
あ

ら
ゆ
る
面
で
歳
入
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

　

各
所
属
課
の
重
点
施
策
、
議

員
か
ら
の
指
摘
や
提
言
に
対
し

前
向
き
な
答
弁
が
あ
っ
た
事
項

の
取
組
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス

ト
法
に
基
づ
く
行
政
手
続
き
の

電
子
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
デ
ュ

ア
ル
モ
ー
ド
社
会
へ
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

　

防
災
減
災
対
策
な
ど
「
安
心

安
全
な
ま
ち
・
ゆ
あ
さ
」
を
目

指
し
取
り
組
み
ま
す
。
リ
モ
ー

ト
会
議
や
在
宅
勤
務
の
推
進
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

駅
前
駐
車
場
の
整
備
と
併
せ

公
園
や
広
場
の
整
備
を
進
め
ま

す
。
デ
リ
バ
リ
ー
や
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

　　

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
Ｐ
Ｒ
や

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
活
用
で
の
事

業
者
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

　　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
準

備
委
員
会
の
設
立
と
体
操
教
室

で
の
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
実

施
を
進
め
ま
す
。
又
、
感
染
症

対
策
と
し
て
、
県
・
医
師
会
と

連
携
し
迅
速
な
検
査
対
応
が
行

え
る
体
制
の
整
備
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

栖
原
ポ
ン
プ
場
改
築
事
業
、

三
昧
川
改
修
事
業
を
浸
水
問
題

解
決
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組

み
、
栖
原
区
か
ら
方
津
戸
へ
の

道
路
は
令
和
４
年
３
月
末
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
秋
開
催
の
全
国
国

民
文
化
祭
に
「
醬
油
発
祥
の
地
」

湯
浅
町
と
し
て
、
醤
油
醸
造
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
湯

浅
の
食
文
化
を
広
く
発
信
。
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ

き
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
布

と
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

【
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
③
に
つ

い
て
は
、
一
部
割
愛
】

令和３年度予算編成方針について
①方針と考え方
②財政見通し
③各課の重点施策、デュアルモード社会への対応、
　デジタルファースト法に基づく取組

答
弁（
総
務
広
報
課
長
）

答
弁（
健
康
福
祉
課
長
）

答
弁（
産
業
建
設
課
長
）

答
弁（
教
育
次
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
総
務
広
報
課
長
）

質
問
①

質
問
②

質
問
③

中畑　仁志 議員

答
弁（

）

地
方
創
生
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
推
進
課
長

答
弁（
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
課
長
）
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部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
の
、

「
国
の
法
律
」「
町
の
条
例
」「
県

の
条
例
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念

な
こ
と
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
た
め
に
、
啓
発
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の

法
令
は
、
差
別
を
す
る
人
を
規

制
す
る
法
令
で
、
充
分
な
啓
発

を
す
る
こ
と
で
そ
の
効
果
が
現

れ
ま
す
。
来
年
こ
そ
充
分
な
啓

発
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
法

令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
相
談
体

制
の
充
実
や
社
会
福
祉
法
が
改

正
さ
れ
、
地
域
生
活
課
題
を
解

決
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

隣
保
館
の
役
割
は
、
大
変
重
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
の

考
え
方
は
。

　

隣
保
館
の
役
割
が
多
様
化
す

る
中
、
町
と
し
て
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
活
動
を
展
開
す

る
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、

益
々
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

部
落
差
別
解
消
の
た
め
の
基

本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
今

年
か
ら
必
要
な
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
趣
旨
と
現
在

の
進
捗
状
況
、
今
後
の
予
定
は
。

　

令
和
４
年
度
に
策
定
予
定
の

「
湯
浅
町
部
落
差
別
解
消
推
進
基

本
計
画
」
の
基
礎
資
料
と
す
る

た
め
、「
町
民
意
識
調
査
」
と

「
実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

意
識
調
査
は
、
実
施
済
み
で
集

計
作
業
中
で
す
。
実
態
調
査
は
、

調
査
内
容
を
作
成
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
部
落
差
別
の
な
い

湯
浅
町
を
実
現
す
る
た
め
の
計

画
を
策
定
し
、
部
落
差
別
の
根

絶
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
近
、
全
国
各
地
で
予
想
を

超
え
る
「
豪
雨
」
が
頻
繁
に
発

生
し
て
い
ま
す
。「
千
年
に
一
度
」

の
災
害
を
最
大
と
想
定
す
る
よ

う
水
防
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

県
が
被
害
想
定
を
す
る
な
か
で
、

野
下
・
出
水
文
化
会
館
が
浸
水

区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

来
年
度
か
ら
武
者
越
保
育
所
が

廃
止
さ
れ
、
周
辺
に
安
全
な
避

難
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
、
場
所

の
確
保
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　　

現
在
、
避
難
所
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
、
安
全
が
確
保

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
「
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
で
す
が
、
よ

う
や
く
提
案
さ
れ
、
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者
の

社
会
福
祉
協
議
会
等
と
協
議
し
、

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。そ
れ
と
、

前
の
公
園
で
あ
り
ま
す
が
、「
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し
た

公
園
の
予
定
は
。

　　

高
齢
者
の
方
が
健
康
づ
く
り

に
、
ま
た
誰
も
が
気
軽
に
集
え
、

災
害
時
も
活
用
で
き
る
公
園
整

備
を
進
め
ま
す
。

　

同
対
事
業
で
整
備
し
た
総
合

セ
ン
タ
ー
か
ら
向
島
保
育
所
が

移
転
し
ま
す
が
、
そ
の
跡
地
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を

参
考
に
計
画
し
ま
す
。

安心安全なまちづくりについて
①今後ますます重要になる「隣保館」の役割についての考え方は
②「部落差別解消推進基本計画」の趣旨と進捗状況は
③浸水区域にある「野下・出水文化会館」の建て替え計画は
④新しい「地域福祉センター」の前の公園の計画は
⑤向島保育所が移転した後の「総合センター」の利用計画は

質
問
①

質
問
②

質
問
③

質
問
④

質
問
⑤

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
副
町
長
）

答
弁（
総
務
広
報
課
長
）

答
弁（
産
業
建
設
課
長
）

石本　一也 議員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
世
界
や
日
本
で
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。
医
療
従
事
者
の
皆
さ

ま
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
支

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
断
ら
な
い
相
談
支
援
・

参
加
支
援
・
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す

る
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
」
が
来
年
度
か
ら
任
意
事
業

と
し
て
開
始
。
誰
も
置
き
去
り

に
し
な
い
社
会
を
実
現
す
る
基

盤
と
な
る
事
業
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
人
と

家
族
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
先
頭

に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。

　

町
で
は
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

子
ど
も
・
生
活
困
窮
者
の
支
援

を
一
体
的
に
捉
え
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
て
い

る
。
し
か
し
中
に
は
地
域
の
孤

立
な
ど
行
政
だ
け
で
は
、
発
見

や
解
決
で
き
な
い
課
題
も
多
く

あ
る
の
が
現
実
で
す
。

　

官
だ
け
で
な
く
、
湯
浅
町
社

会
福
祉
協
議
会
や
ぬ
く
も
り
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
を
初
め
と
す
る
民

と
の
連
携
も
図
り
、
全
庁
一
体

と
な
っ
た
施
策
の
推
進
を
図
り
ま

す
。
今
後
も
専
門
職
の
配
置
な
ど

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

人
間
関
係
が
希
薄
な
中
「
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
や

町
長
が
目
指
し
て
い
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
は
重
要
で
す
。
今

後
も
必
要
な
予
算
の
確
保
と
人

材
育
成
を
行
い
、
町
民
一
人
一

人
が
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
ご
尽
力
願
い
ま
す
。

　

近
年
多
発
し
て
い
る
大
規
模

災
害
時
に
水
道
が
遮
断
さ
れ
厳

し
い
水
不
足
に
陥
る
地
域
が
増

加
。
飲
料
水
は
災
害
備
蓄
品
や

応
急
給
水
活
動
で
一
定
の
確
保

が
で
き
る
が
、
ト
イ
レ
や
清
掃

な
ど
生
活
用
水
の
確
保
は
困

難
。
こ
の
時
に
、
井
戸
の
所
有

者
の
ご
厚
意
で
生
活
用
水
を
無

償
で
供
用
で
き
る
井
戸
が
「
災

害
時
生
活
用
水
協
力
井
戸
」
で

す
。
町
内
の
井
戸
を
協
力
井
戸

と
し
て
、
募
集
・
登
録
制
度
の

導
入
は
。

　

災
害
時
に
お
け
る
水
の
確
保

の
重
要
性
と
必
要
性
は
理
解
し
て

お
り
ま
す
。
避
難
所
へ
の
飲
料
水

の
備
蓄
と
併
せ
六
角
堂
・
わ
く
わ

く
公
園
に
60
ト
ン
の
耐
震
性
飲
料

水
兼
用
貯
水
槽
の
設
置
。
ま
た
湯

浅
町
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
大
型

共
同
作
業
施
設
よ
り
無
償
提
供
の

災
害
協
定
を
締
結
。
更
に
、
生
活

用
水
確
保
の
た
め
役
場
や
湯
浅
中

学
校
・
湯
浅
小
学
校
に
災
害
用
井

戸
を
、
ま
た
、
湯
浅
中
学
校
・
田

栖
川
小
学
校
・
田
村
小
学
校
プ
ー

ル
水
を
生
活
用
水
に
利
用
す
る

た
め
の
浄
水
器
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
大
規
模
災
害
時
に

は
不
測
の
事
態
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
「
災
害
時
協
力
井
戸
」
を
町
内

に
確
保
す
る
こ
と
で
、
被
災
生
活

の
大
き
な
助
け
に
な
り
、
ま
た
こ

の
取
組
が
自
主
防
災
組
織
活
動
の

活
性
化
や
町
民
の
災
害
へ
の
意
識

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
制
度
の

導
入
と
登
録
へ
の
呼
び
か
け
を
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

①地域共生社会の実現にむけて

②「災害時生活用水協力井戸」について

は
じ
め
に

質
問
①

質
問
②

要
望

答
弁（
町
長
）

答
弁（
総
務
広
報
課
長
）

石橋　千歌子 議員
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一  般  質  問

　

県
立
高
校
再
編
計
画
に
つ
い

て
、
海
草
・
有
田
・
日
高
地
方
で
、

県
立
高
校
を
今
後
15
年
間
で
５

校
に
す
る
統
合
案
が
示
さ
れ
て

い
る
が
見
解
を
問
う
。

　

生
徒
減
、
学
校
の
魅
力
と
活

力
を
存
続
す
る
た
め
の
再
編
計

画
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
県

立
高
校
は
地
域
に
と
っ
て
大
切

な
学
校
で
す
。
今
後
の
動
向
を

注
視
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
他
の

市
町
村
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、

県
の
教
育
委
員
会
と
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

　

全
国
的
に
見
て
も
和
歌
山
県

は
小
規
模
校
が
多
い
都
道
府
県

と
は
い
え
ず
、
あ
ま
り
に
も
時

期
尚
早
で
あ
る
。
統
合
案
で
は

40
人
学
級
６
ク
ラ
ス
が
定
員
と

さ
れ
て
お
り
、
適
正
規
模
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
県
に
対
し
て

各
県
立
高
校
の
存
続
を
要
望
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

町
村
会
と
し
て
、
各
町
長
で

団
結
し
て
、
高
校
を
現
状
の
ま

ま
残
し
て
い
け
る
よ
う
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
・
子
育
て
支

援
・
高
齢
者
福
祉
の
３
点
に
つ

い
て
、
来
年
度
の
予
算
方
針
を

問
う
。

　

人
口
減
少
対
策
は
様
々
な
施

策
と
組
み
合
わ
せ
た
「
湯
浅
町

の
魅
力
の
向
上
」
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
子
育
て
支
援
、

高
齢
者
福
祉
も
含
め
、
相
乗
効

果
が
出
る
よ
う
な
予
算
に
し
て

い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
つ
い
て
、
定
住

促
進
奨
励
金
の
支
給
要
件
緩
和
・

支
給
額
の
引
上
げ
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

　

近
隣
市
町
の
要
件
や
金
額
と

比
較
し
な
が
ら
、
制
度
の
見
直

し
を
検
討
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
子

ど
も
の
給
食
費
無
償
化
を
来
年

度
か
ら
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　

子
育
て
施
策
に
お
い
て
重
要

な
課
題
と
考
え
ま
す
の
で
、
子

育
て
施
策
全
体
を
見
な
が
ら
、

優
先
順
位
を
考
え
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
、
国

保
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
料
の
負
担
軽
減
を

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
コ

ロ
ナ
対
策
で
実
施
し
て
い
る
65

歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
無
料
化
を
来
年
度
以

降
も
制
度
化
し
、
継
続
し
て
は

ど
う
か
。

　

現
時
点
で
は
、
各
保
険
料
の

引
下
げ
は
困
難
な
状
況
と
考
え

ま
す
。
健
康
増
進
・
介
護
予
防

事
業
を
推
進
し
、
医
療
費
・
給

付
費
を
抑
制
す
る
こ
と
で
保
険

料
軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
の
接
種
実

績
、
接
種
無
料
の
効
果
等
を
検

証
し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
町
民
生

活
は
大
変
な
状
況
で
あ
り
、
来

年
度
は
「
苦
難
軽
減
」
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
基
金
等

の
各
基
金
を
活
用
し
、
町
民
の

生
活
・
家
計
を
支
え
る
施
策
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

安
心
安
全
な
町
を
つ
く
る
こ

と
が
、
す
べ
て
の
面
で
湯
浅
町
が

持
ち
こ
た
え
る
町
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
で
入
っ
て

く
る
基
金
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
残
し
て

お
け
る
よ
う

な
状
況
に
し

た
い
と
思
い

ま
す
。

①県立高校再編計画について

②来年度当初予算について

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
教
育
次
長
）

答
弁（
健
康
福
祉
課
長
）

答
弁（
産
業
建
設
課
長
）

答
弁（
町
長
）

質
問
①

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

質
問
②

再
質
問

久澄　顕人 議員
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一  般  質  問

　

建
設
場
所
は
考
え
て
い
る
の

か
。

　

何
点
か
案
を
出
し
担
当
課
で

検
討
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま

す
。
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
方
が
、

町
外
へ
行
か
れ
た
時
の
送
迎
方

法
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

　

送
迎
方
法
に
つ
い
て
は
、
今

後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
長
が
答
弁
し
た
こ
と
を
具

体
的
に
ど
う
し
て
い
く
か
を
次
の

議
会
ま
で
ま
と
め
て
頂
き
た
い
。

　

今
一
度
こ
う
い
う
事
も
含
め

て
近
隣
市
町
村
の
状
況
を
把
握

し
ま
す
。

　

考
え
方
と
決
意
を
問
う
。

　

今
回
の
機
構
改
革
に
お
い
て
、

分
か
り
や
す
い
行
政
の
在
り
方

に
重
点
を
置
き
、見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
以
前
の
機
構
改
革

の
中
で
は
、
一
定
の
問
題
が
あ

り
、
そ
の
事
を
踏
ま
え
て
今
度

は
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
る
よ

う
、
よ
り
一
層
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
務
め
て
い
き
ま
す
。

　

湯
浅
は
一
つ
と
言
う
思
い
で

職
員
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
楽
し

く
働
い
て
頂
け
れ
ば
湯
浅
町
民

の
得
に
な
り
ま
す
。
職
員
の
皆

さ
ん
の
働
き
に
期
待
し
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
と
今
後
の
取
組

は
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
行
っ
て
き

た
調
査
の
成
果
が
実
り
、
平
安

か
ら
室
町
時
代
に
有
田
郡
を
中

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
副
町
長
）

質
問
①

質
問
②

横矢　政明 議員

心
に
権
威
を
誇
っ
た
湯
浅
党
本

家
、
湯
浅
氏
の
城
館
跡
と
し
て
、

中
世
の
地
方
武
士
団
の
在
り
方

を
示
す
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
事

が
認
め
ら
れ
、
去
る
11
月
20
日

「
湯
浅
党
城
館
跡
」
と
し
て
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
る
答
申
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
保
存
活

用
計
画
の
策
定
を
進
め
、
更
な

る
調
査
を
踏
ま
え
、
城
跡
の
整

備
計
画
と
同
時
に
必
要
な
土
地

の
公
有
化
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
回
、
国
の
指
定
を
受
け
る
こ

と
は
、
湯
浅
町
の
宝
物
が
増
え
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会

と
し
て
今
後
の
進
め
方
は
。

　

ま
ず
は
私
有
地
で
あ
る
城
跡

を
、
今
後
ど
う
公
有
化
し
て
い

く
の
か
協
議
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

町
内
に
は
他
に
城
跡
が
３
つ

あ
り
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う
に

関
連
づ
け
て
い
く
の
か
。

　

町
内
に
は
湯
浅
城
よ
り
前
に

湯
浅
宗
重
が
築
い
た
方
津
戸
峠

の
広
保
山
城
跡
、
湯
浅
氏
の
後

に
、
有
田
地
方
を
治
め
た
畠
山

氏
の
高
城
城
跡
、
そ
の
後
治
め

た
、
白
樫
氏
の
本
拠
地
で
あ
る

満
願
寺
裏
の
白
樫
城
跡
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
調
査
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
文
化
財
を
総

合
的
に
把
握
し
、
ど
の
よ
う
に

保
存
活
用
し
て
い
く
か
を
計
画

す
る
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
の
策
定
を
進
め
、
誇
れ
る
湯

浅
町
の
歴
史
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
取
組
状
況
は
。

　

以
前
か
ら
要
望
頂
い
て
い
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
専
用
グ

ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
健
康
づ

く
り
や
生
涯
学
習
の
一
環
と
し

て
参
加
人
口
も
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
関
係
各
課
と
協
議

を
行
い
建
設
に
向
け
て
進
め
て

い
ま
す
。

①機構改革について
②湯浅城跡の史跡認定について
③グラウンド・ゴルフ専用グランド
　建設に向けての取組状況は

要
望

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

質
問
③

答
弁（
町
長
）



２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り

コ
ロ
ナ
に
終
わ
る
、大
変
な
１
年
と

な
り
ま
し
た
。湯
浅
町
で
も
各
方
面

で
、計
り
知
れ
な
い
影
響
が
お
よ
び

町
民
の
皆
様
の
生
活
様
式
も
一
変
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。「
止
ま
な
い
雨
は

な
い
」、「
日
は
ま
た
昇
る
」こ
れ
ら
の

言
葉
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、今
あ

る
苦
難
は
い
つ
か
終
わ
り
の
時
が
訪

れ
ま
す
。

２
０
２
１
年
は
、再
び
い
つ
も
の

日
常
を
取
り
戻
せ
る
１
年
に
な
る
こ

と
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

（
久
澄
　
顕
人
）

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

久

澄

　顕

人

石

本

　一

也

中

畑

　仁

志

三
ツ
橋
忠
男

由

良

　祥

治

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

『高収益作物次期作支援交付金の運用見直しの撤廃を求める要望書』を提出！
　農林水産省が実施する高収益作物次期作支援交付金につ
いては、当初、決められていた要件が、予算確保が厳しい
との理由で、急遽、要件変更となり、有田管内においても
多数の農業者が、交付金を受け取れない事態となりました。
　そこで、昨年11月11日に有田郡町村議会議長会（森谷
信哉有田川町議会議長・奥忠信広川町議会議長・松本典久
湯浅町議会議長）で、「高収益作物次期作支援交付金の運
用見直しの撤廃を求める要望書」を地元選出国会議員（二
階俊博自民党幹事長・世耕弘成参議院自民党幹事長・鶴保
庸介参議院議員）に提出しました。

議会の傍聴にお越しください

議会は公開されていますので、個人でも団体
でも自由に傍聴することができます。お気軽
にお越しください。

町議会議員の酒気帯び運転による検挙について
　昨年11月、本町議会議員の酒気帯び運転による検挙が明らかになり、各メディアによって大きく
報道されたことは、本町議会としては極めて遺憾であり、町民の皆さまをはじめ、多くの方々にご心
配とご迷惑をおかけしたことについて、深くお詫び申し上げます。
　飲酒運転は、間違って失敗したという過失事犯ではなく、故意の犯罪事犯類型として認識されてお
り、今回の議員のとった行動は決して許されるものではありません。
　さらに、和歌山県においても、令和元年度に施行された「和歌山県飲酒運転の根絶に関する条例」
により、飲酒運転の撲滅に向け、県内各地で様々な取組を進めている中、率先して規範を示さなけれ
ばならない立場にある議会議員が、このような事態を引き起こしたことは由々しき事態であります。
　我々本町議会議員9名は、今回の事態を重く受け止め、あらためて議会議員の職責を認識し、二度
とこのような事態を引き起こすことのないよう厳しく自らを律し、本町議会及び本町議会議員への信
頼回復に努めて参ります。今後も引き続き残された議員9名で、町民の皆さまのため、鋭意努力をし
てまいりますので、よろしくお願いいたします。

湯浅町議会　議長　松本　典久

次回の定例会の予定
3 月10日(水)～
一般質問
3 月22日(月)
開催予定です。

国会にて、世耕幹事長に要望書を提出

11月臨時会・12月定例会

ゆあさ
議会だより
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